
花島公園 野鳥の四季 

 

秋 

 

野鳥の観察者が秋の訪れを感じるのはモズの高鳴きです。高鳴きとは餌が乏しくなる冬を前にモズが個別に狩場

を持ち、その縄張り宣言のために梢の天辺などの目立つ場所で狂ったように甲高く鳴く事です。 

この頃ヒヨドリ数十羽が鳴き交わしながら南に向かって飛ぶのが見られます。ヒヨドリは留鳥でいつでもいます

が一部は渡りをしていて、その一団が公園の上空を通過して行く訳です。同じく通過する鳥ではキビタキやエゾ

ビタキがいます。これらはミズキの実が好きなようで、この木の下で根気強く待てば珍客が立ち寄って食べてい

る場面に出会えるかも知れません。多くの鳥に出会うには鳥の習性を知り事前の読みも必要です。 

園内のエゴノキにはヤマガラが繰り返し訪れては実を咥えて飛び去ります。これは冬の食料を蓄える貯食行動で

鳥類としては珍しい習性ですから一見の価値があります。 

晩秋には日本で越冬するカモ類、ツグミ類など多種類の野鳥が飛来します。アトリやマヒワなどは年により渡来

数に大きな差があるので、鳥好きにはその年の当たり外れを見定める時期にもなります。 

この時期はまだ木の実が多いので、ツグミも樹上で採餌する方が多いようです。特に柿が好きで１本の木に数羽

が群がる事や、アカハラ。シロハラ。メジロ。ムクドリ。ヒヨドリが入れ替わりに訪れる事があります。 

落ち葉の積もった歩道をカルガモが歩いていた事があります。恐らくコナラ、シラカシなどのドングリを探した

いたものと思いますが、晩秋ならではの光景です。 

 

 

  

モズの高鳴き ヤマガラのエゴの実集め 

  

柿にツグミ カルガモのお散歩? 


